
一般社団法人日本原子力学会 
2025 年度第 2 回理事会 議事録 
日 時 2025 年 7 月 31 日（木）13:30-15:30 
場 所 オンライン会議 
議 事 
１．理事会運営について（資料 1) 
 越塚会⻑より、2025 年度の理事会運営について、説明と各理事への協力依頼があった。 
２．前回理事会議事録の確認（資料２） 
 吉岡副会⻑より、前回理事会議事録について説明があり、審議の結果、承認した。 
３．入退会の承認（資料３） 
 吉岡副会⻑より、入退会の状況について説明があり、新規入会者について、審議の結果承
認した。7 月 29 日現在、正会員 5,425 名、教育会員 6 名、学生会員 378 名、賛助会員 207
社 923.2 口。 
４．会⻑会⾒実施案（資料４） 
 大場理事より、8 月 29 日開催予定の会⻑会⾒について説明があり、審議の結果、承認し
た。 
５．多次元過渡原子炉熱流動計測技術研究専門委員会の設立（資料５） 
 村田理事より、多次元過渡原子炉熱流動計測技術研究専門委員会の設立について説明が
あり、審議の結果、承認した。設置期間は 2025 年 9 月 1 日-2027 年 8 月 3 日。主査は古谷
正裕氏（早大）。 
６．廃炉検討委員会委員⻑交代及び委員の変更（資料６） 
 可児理事より、廃炉検討委員会の委員⻑交代及び委員の変更について説明があり、審議の
結果、承認した。委員⻑は宮野廣氏から鈴木俊一氏（東大）に交代。 
７．理事会だよりについて（資料７） 
 吉岡副会⻑より、本年度理事会だよりの予定について説明があり、審議の結果、各月の執
筆担当者と校閲者を決定した。 
８．日本原子力学会賞規程の改定（資料８） 
 事務局より、日本原子力学会賞規程の改定について説明があり、審議の結果、承認した。 
９．6 月度月次報告（資料９） 
 吉岡副会⻑より、6 月度の収支状況について、報告があった。 
１０．秋の大会理事会セッション（資料１０） 
 村田理事より、本年度秋の大会理事会セッションの内容について報告があった。テーマは、
原子力人材育成における学会の果たすべき役割。9 月 10 日（水）13:00-14:30（北九州国際
会議場）開催予定。 
１１．学会誌の来春の特集企画について（資料１１） 
 日野理事より、福島原発事故 15 年目の総括と題して、来年特集記事を企画中との報告が



あった。 
１２．核融合工学部会夏期セミナー予算外申請（資料１２） 
 吉岡副会⻑より、核融合工学部会夏期セミナー予算外申請（会場費の追加等）について報
告があった。 
１３．原子力委員会「原子力白書説明会」の開催（資料１３） 
 事務局より、原子力委員会より協力要請のあった原子力白書説明会について j 報告がああ
った。8 月 20 日（水）15:00-16:00 に Zoom ウェビナーにて開催予定。 
１４．東レ科学技術賞推薦依頼（資料１４） 
 事務局より、東レ科学技術賞について説明があった。推薦書の本会への提出期限は 9 月
10 日（水）とし、推薦依頼があった場合は、理事会にて可否を決定する。 
１５．常置委員会報告（資料１５） 
 以下の委員会について、担当理事より最近の活動状況について報告があった。 
（１）編集委員会（日野理事）（２）倫理委員会（大場理事）（３）広報情報委員会（大場理
事）（４）教育委員会（北田理事） 
１６．本会共催・協賛等行事（資料１６） 
 ⼩崎副会⻑より、部会等運営委員会にて承認された他機関のイベントへの共催、協賛につ
いて報告があった。 
１７．その他 
（１）辻本副会⻑より、防災学術連携体（本会加盟）が 8 月 19 日（火）に開催する第 7 回
「防災に関する日本学術会議・学協会・府省庁の連絡会」―能登半島地震・豪雨災害の教訓
に基づく広域地域災害への備え―について紹介があった。参加希望者は、辻本副会⻑まで連
絡願う。 
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